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1. Papadopoulosの予言(1), (2) ,(3) 
「The World Needs Only Five Computers」は
サン・マイクロシステムズのCTOであるGreg 
Papadopoulosが2006年にブログ上でした予言
である。「世界のコンピュータは 5個に集約され
る」という大胆な発言はインターネット上で評判
になった。 
 
この5個のコンピュータがいわゆるクラウドコ
ンピュータと呼ばれるものである。クラウドは雲
であるが，インターネットを雲にたとえ，ローカ
ルなコンピュータを下界に例えたのである。クラ
ウドコンピュータという概念は目新しいものでは
なく，従来のシステムを包括的に新しい呼び方に
したものだ。尐し前にWWW上で話題になった，
Web2.0に比べると目新しさでは劣り，技術的な
側面が強い。ただこの技術の IT世界への影響は
大きく，この発展が新しいパラダイムを作り上げ，
従来では考えつかない多様なビジネスモデルが次
から次へと出現する可能性を秘めているのである。
クラウドコンピュータはCPUの高速・低価格化，
メモリの低価格化，大容量・低価格ハードディス
クと高速ネットワークなどのハードウェア上の進
歩とグリッドコンピュータなどの，多数のシステ
ムを仮想的に統合化する分散コンピューティング
システムの進化とSaaS（Software as a Service）
などの新しいアプリのサービス形態の出現による
ものである。同時にネットパソコンと呼ばれる低
価格ノートパソコンの出現もシンクライアントコ
ンピュータとしての役割を持ち，追い風になる。 
ネットパソコンなどは貧しい環境でもインタ
ーネット環境を整えるために出現したものである
が，従来の1/2から1/3位の値段のノートパソコ
ンではあるが，普通に使うには充分な機能を持ち，
その市場はネット先進国でも広がりつつあるが，
それがクラウドコンピュータの環境を推進する要
素になりつつあるのである。ウィンテル（Intel
のCPU群とMicrosoftの基本ソフトである
WINDOWSとそのアプリOFFICEからなるパソ
コン）と呼ばれ，これまでパソコン業界で圧倒的
なシェアを支配してきた牙城が，ネットパソコン
とこのクラウドコンピューティングシステムに取
って代わられるか共存する時代がきつつある。5
個のコンピュータとはGoogle，IBM ，Yahoo，
Microsoft，Amazon.com，Salesforce.com，eBays
あたりだと言われている。 
一方で仮想化技術はMicrosoft，Xen，VMWare
で独占されている。クラウドコンピューティング
システムはグリッドコンピュータの多様なヴァリ
エーションにより色々な形態をとりうる。オーガ
ニックストレージと呼ばれるシステムは生物の生
態系に類似し，自己で動的に最適な分散コンピュ
ーティングシステムを制御する最新のクラウドコ
ンピューティングシステムである。日本では富士
通などが実際にシステムを構築している。複雑な
形態でバックアップシステムを形成し，事故を起
こした部分を自動的にバックアップファイルと交
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換したり，ハードディスクの容量を自動で最適な
配分にしたり，従来では考えられない弾力性をも
ったシステムになっている。このようにして従来
に比べて圧倒的な容量を持つシステムが可能にな
ってきた。クラウドコンピュータのクライアント
は物理的には非常に複雑な分散システムをまった
く意識せずに，自分のパソコンのように論理シス
テムを見ているのである。逆に情報が集中し，そ
れを利用する側とされる側のデジタルデバイドは
ますます大きくなると考えられる。このような巨
大なシステムによる個人の不利益などを保護する
社会システムも必要になってくるのである。また
WWW上で儲ける側と搾取される側の経済格差
も大きくなるのは当然の帰結である。仮想技術に
より，簡単に複雑なビジネスモデルが構築できる
ようになり，Webプログラミングの知識無しに 
e－ビジネスに参画し，IT技術よりもむしろ財政，
金融，法律，環境の知識が要求される世界になる。
こうして仮想技術は実態世界をますます仮想世界
に移し，日本ではまだそれほど関心が持たれてい
ないセカンドライフなどのバーチャルリアリティ
がもっと巨大化し，リアルになり，実生活に大き
な影響をもつようになるのかもしれない。 
このように多様な仮想技術システムによって，
いろいろなビジネスモデルが構築され，情報も
WWWによって広く共有されていくが，それに伴
う弊害は急速に巨大化し，情報や富の極度な集中
を緩和するシステムや個人情報の侵害や過去に無
いような詐欺事件などを防ぐシステムを内包する
ように設計されねばならない。また急速な変化に
対応した新しい法制度も必要とされる。多国籍企
業というものは物理的に多国間に会社や工場など
が分散したものだが，インターネットそのものが
国境を超越したモノであるが，まだサーバーコン
ピュータが物理的にどこにあるかは規定できたが，
クラウドコンピュータはサイバースペース上で更
にリソースがどこにあるかもはっきりしなくなる。
本当に雲のように浮かび，国という概念に全く属
さなくなる。 
クラウドコンピュータの形態 (4), (5) としては 
A) SaaS型 (Software as a Service) 
プロバイダーからアプリケーションの提
供を受けて，ネットワーク を通じて利用 
する。IT技術が無くても，Web上でアプ 
図1 SaaS型クラウドコンピュータ 
リケーションが利用可能ということで
GoogleのG-Mail やGoogle ドキュメント
がこの形態に近い。 
B) PaaS型 (Platform as a Service) 
クラウド側で必要なハードやミドルウエ
ア， サービスを提供し，ユーザーがアプ
リケーションを開発する。アプリケーショ
ン開発能力のあるユーザー対象。（Google 
App Engine ） 
図2 PaaS型クラウドコンピュータ 
C) IaaS型 (Infrastructure as a Service) 
ハードやソフトやサービスを必要に応じ
て提供するが，システム設計は開発者自ら
行う。IT開発能力のある企業などに適して
いる。（例Amazon ） 
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図3 IaaS型クラウドコンピュータ 
2. プラットフォームの変化 (6) 
クラウド（cloud）という言葉は，Web2.0では
タグクラウドでも用いられている。サイバースペ
ースを雲に例えて，雲上で付けられた名札という
意味になる。クラウドコンピュータも雲上で稼働
するコンピュータという意味である。 
ローカルなパソコンレベルが下界になるので
ある。現在，主なパソコンの基本的な構造は，OS
としてMS-WINDOWSかMAC-OSかLINUX
にアプリケーションソフトとしてマイクロソフト
OFFICEや同様な機能を持ったソフトがインス
トールされている。 
またサーバーはメールサーバー，FTPサーバー， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HTTPサーバーから構成され，その上でサーバー
サイドプログラムシステムやデータベースが稼働
している。しかしながら従来はサーバーの負荷を
なるべく小さくするためサーバーのリソースの使
用にいろいろな制限を付ける必要があった。イン
ターネットで多彩なWebサイトが見られるが，
それも基本的にはブラウザーのプラグインで再生
されていて，実はパソコン内で表現されているの
が大部分である。HTTPサーバーは基本的には
HTMLファイルや画像ファイルなどをユーザー
のパソコンにダウンロードしているだけに過ぎな
い。こうして負荷を減らしてなるべく多くの不特
定多数のユーザーにサービスをしてきた。しかし
ながら，ハードウェアやソフトウェアの発達によ
ってサーバーコンピュータの処理能力が格段に高
くなり，今まで不可能だった負荷に対応できるよ
うになった。例えば初めてGoogle Mapを見た時
には，ネットでこんなことができるようになった
かと感心したものである。処理も高速であった。
YouTubeなども従来なら，サーバーにかかる負荷
は相当なものだと思われるが十分機能している。 
このようにサーバー上で高度な分散処理が可
能になってくると，それに伴いパソコンの処理能
力に依存してきた部分をサーバー側でやってしま
おうという状況になってきた。そのメリットはOS
に依存しないシステム構築とリソースを不特定多 
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数で共有できるということになる。このようにプ
ラットフォームをパソコンのOSからサーバー上
に移動する傾向は商業ベースではすでにやられて
きた。有料ということで充分採算が合うというこ
とかもしれない。いわゆるクラウドコンピュータ
と呼ばれるものである。それを不特定な個人ユー
ザー対象にやろうとしているのがGoogleである。
パソコンの役割はプラットフォームからブラウザ
ーソフトマシンという役割に変わる。最近，超低
価格なネットパソコンが普及しつつあり，次世代
のOSであるWINDOWS 7でもネットパソコン
をサポートするといっている。5万円台のノート
パソコンでMS-OFFICE無しに稼働し，パソコン
間で簡単にファイルの共有ができれば大部分のユ
ーザーには大きなメリットになるし，経済的に恵
まれない環境の人たちも恩恵を享受できるように
なる。現在進行しつつある貧富の格差の拡大にお
ける，いわゆる経済的なデジタルデバイドの拡大
を抑える効果はかなりあるに違いない。従来あっ
た手法のAjaxを使って非同期な高速度画像表示
をしたり，Web2.0の先兵としてWWWの指導的
役割を演じている。ある意味でGoogleはWWW
上のパラダイムシフトの源になっている。また
SECOND LIFEなどのバーチャルリアリティ，
オンラインゲーム，SNSなど雲の上の住人はどん
どん増えていき，雲の上のリソースを享受できる
人の数は急速に増えていくことになるが，逆に雲
の上に住めない人々は極めて不利な状況に追い込
まれるのではないかという社会学的な不安が発生
する可能性はある。それを解消するのもコンピュ
ータかもしれないが。 
ここではSaaS型の一例として，クラウドコン
ピュータ上で稼働するGoogleドキュメントの紹
介をして，Webプログラミングと比較し，その今
後の役割を検討してみようと思う。 
 
3. SaaS型の例：Googleドキュメント 
GoogleドキュメントはGoogle のWebサイト
上で動くWebアプリケーションでMS-OFFICE
のWORD，EXCEL，パワーポイントと互換性の
あるファイルを作成できる。MS-OFFICEに完全
に取って代わるものでなく，Googleドキュメント
で作成したものはMS-OFFICEでかなり読める
が，逆つまりMS-OFFICEのファイルをアップ 
ロードしてもかなり制限を受けるようである。
MS-OFFICEの高機能性を完全にカバーはでき
ないのである。分析ツールやソルバーなどの高度
な機能は無いが，多彩な関数はEXCEL同様もっ
ているので，データ分析能力も高い。大きな強み
は，MS-OFFICEでは簡単にはできない，Web
アプリケーションということで，ファイルの共同
編集という強力な機能を持っている。特にアンケ
ートの作成はまさにスプレッドシートとリンクし
たWebソフトの強みであろう。 
従来アンケート作成はWebサイトの構築より
一段階難しく，HTMLのフォーム形式だけではデ
ータのやり取りができず，サーバーとのやり取り
にはサーバーサイドプログラミングが必要だった。 
 
CGI，サーブレット，PHPなどのプログラミ
ングが必要であった。プロバイダーやブログによ
ってはWebアンケートが可能な場合もあるが，
大抵は回答をユーザーにメールで送るところが多
い。これではデータ処理が煩雑になり手間がかか
ってしまう。 
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ところが，Googleドキュメントではスプレッド
シートの機能とリンクすると，簡単にアンケート
ができ，各自のWebサイトからリンクを張り，
結果はGoogleドキュメントのスプレッドシート
に保存され，それを多数の人が共有出来るという
非常に便利なものである。またスプレッドシート
の関数機能を使えば，即座にデータ分析までやっ
てくれる。アンケートの結果が分析できてしまう。
フォームのレイアウトはユーザーが作成した
HTMLやスタイルシートや JavaScriptで自由に
作成したようにはいかないが，簡単な質問には充
分対応できる。ブログ上で作成するより格段にカ
スタマイズできて，簡単にリンクでき，データ分
析も雲の上で出来てしまうのである。 
 
またプレゼンテーションでは，共同で編集でき
るというのは大変に役立つ機能である。「文書作
成」，「スプレッドシート作成」，「プレゼンテーシ
ョン作成」の中では，「スプレッドシート作成」機
能が雲の上という特性を一番有効に使える機能で
あると思われる。Webプログラミング無しにWeb
アンケートが簡単に作成できることになる。
Googleドキュメントの真骨頂は文書作成よりも
スプレッドシートやプレゼンテーションにあると
思われる。操作性は3つの機能がかなり共通に使
えるという意味ではMS-OFFICEに似ている。ま
たセキュリティという意味では，筆者はFirefox
の起動にパスワードを設定しているのでGoogle
のパスワードと2重のロックになり，そんなに強
力ではないかもしれないが，ある程度は守られる。
ただネット上にそれほど大事な機密書類を載せる
ことは危険であるのは当然のことではあるが。
MS-OFFICEのファイルもパスワードを設定し
て保存できるから，どちらが安全かはよくわから
ないが，ファイルごとにパスワードを設定するよ
りは使い勝手はよい。ノートブックは置き忘れや
盗難というリスクもあるのでトータルで考えると，
使い方によって最適な方法が選択され，また淘汰
されていくことであろう。これからいろいろな問
題点が出てくるのかもしれない。しかしながら，
現時点で無料で使えるというのは驚きである。し
ばらく使わしてから突然有料宣言するのは，画像
のGIFとかSOFTBANKのWeb上でのユーザー
ファイルのup／downloadの有料化とかよくある
話であるから油断はできない。Googleの今までを
見ると，Google MAP，GoogleEarth等の公開使
用状況などで太っ腹という感じはするが。兎にも
角にもマイクロソフトにとっては脅威である。従
来のOFFICEファイルと可換なソフトウェアは
いくつかあるが，それよりも遥かに強力なライバ
ルになるであろうことは間違いないであろう。あ
る段階で棲み分けが終了していくことになると思
われる。その役割の違いは明らかであるから。ネ
ットパソコンにもマイクロソフトは脅威を感じて
おり，WINDOWSの使用に関していろいろな制
限をつけて，従来の高価なノートパソコンと差別
化しようとしているが，所詮は無駄な努力という
感があり，普通のユーザーは高速なCPU，高機
能なグラフィックボード，多量のメモリやハード
ディスク等は不要であり，文書作成，スプレッド
シートとグラフ機能，プレゼンテーションとイン
ターネットができれば充分なのである。高機能で
高価なパソコンはマニアックなユーザーか特化さ
れた高機能を使うユーザー以外は宝の持ち腐れに
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なってきた。パソコンが普及するにつれてその社
会的な役割は大きく変化してきたのである。パソ
コンも使い方によって特化され多様化されるのが
社会的要求なのである。ネットパソコンからクラ
ウドコンピュータを操作するようになれば，もっ
とネットに特化された低機能のOSが稼働するパ
ソコンが優位に立ち，マイクロソフトの呪縛から
解放される個人ユーザーはかなり多くなるのかも
しれないのである。 
ではGoogleドキュメントでアンケートの作成
例を見てみよう。フォームの作成でアンケートフ
ォームを簡単に作成できる。いわゆるHTMLの
フォーム形式をGUIで作成できてしまう。ただ
レイアウトには尐し制限が付き，前後の並びは自
由であるが，フォームを並列に並べたり，コンパ
クトにしようとすると出来ないことがわかる。そ
れでも簡単な形式のアンケートを作成するなら，
充分な機能とレイアウトを持っているので，いち
いちHTMLを作り。JavaScriptで処理し，サー
バー上のプログラムにデータを送り，SQLデータ
ベース言語でデータベースにデータを送るプログ
ラムを作成するのに比べると段違いに楽である。
データベースのデータを分析するのも結構面倒く
さいのだが，Googleドキュメントではスプレッド
シートでデータ分析までしてくれるのだから有難
いのである。図4は携帯電話に関する調査アンケ
ートフォームである。これにはURIが割り当てら
れ，任意のWebサイトからリンクを張ることが
でき，アンケート結果はGoogleドキュメントの
スプレッドシートに書き込まれる。アンケートと
スプレッドシートは完全にリンクしており，質問
がフィールド名になっている。 
 
 
図4 Google ドキュメントによるアンケートフォーム 
このフォームはいろいろな形式で公開でき
るように設定されていて，環境に応じて選択
できるので便利である。 
（１）メールで指定したアドレスにこのフォ
ームを埋め込んで送信 
（２）Web サイトに埋め込む。<iframe>･･･
</iframe>形式のHTMLをコピー＆ペ
ーストするだけで表示できる。HTML
を知っているならば，それを編集すれ
ば結構カスタマイズできる。 
（３）このフォームには URI が割り当てられ
ていて，任意の Web サイトからリンク
を張ることができる。 
フォームに入力した結果は図 5のようにス
プレッドシートに入力される。このスプレッ
ドシートも共有することができ，複数の人が。 
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分析できるのである。またその関数機能を使
ってデータ分析まで組み込んでおけば最終結
果まですぐに表示できてしまうのである。
 
 
図5 アンケート入力の回答がスプレッドシートに入力される 
 
4. クラウドコンピュータの将来 
クラウドコンピュータは高度な分散処理技術
の発達により，前述したような予言に近いものが
現実になるかもしれないが，だからといって5つ
かそこらの分散システムに独占されるわけではな
いことは確かである。サイバースペースは多様で
変化の激しい仮想現実である。常に動的な世界で
はマイクロソフトの独占が崩れていくように，絶
えず栄枯盛衰が生じる世界である。固定化された
独占というものはありえない。常に新しい芽が発
生し，突然変異のように従来のパラダイムを平気
で壊していくように思える。ただ情報の集中によ
り富めるものと貧しいものとの間の格差がますま
す顕在化し，社会不安が大きくなり，ギスギスし
て住みにくい世界にはしたくないものである。そ
の為には従来の独占禁止法とは異なる，民主的で
オープンな枠組み作りが worldwide で必要とな
るであろう。ローカルな国家内では統制できない
事案がこれからあらゆるところで発生し，多国籍
企業などよりはるかに実態をつかみにくい分散シ
ステムの実態を把握し制御する仕組みが必要とな
るであろう。目に見えない雲の上の世界で知らな
い間に社会を一部の支配者がコントロールするシ
ステムができたりしないように常にチェックが入
るようにオープンな監視システムが必要となる世
界は寂しい世界ではあるが避けられない現実なの
かもしれない。デジタル世界だけでは世の中機能
しないことは明らかである。デジタル部分に富が
集中し，アナログ部分が阻害されるようなデジタ
ルデバイドの世界が増長するのは避けねばならな
い。長期的にみて，それが社会の自然な最適化に
よって排除されるのか，それとも常に意識的に監
視しなければならないのか。環境汚染と同じくら
い人間社会に激しい変革を強いる危険な存在であ
ることを社会に訴え続ける必要はある。技術の発
展は効率化が最優先になり，地域社会や文化など
の多様性を無視し，世界を均一化する傾向を持つ
のであるが，感性豊かな人間が住みにくい世の中
にはしたくない。効率化と人間性のトレードオフ
は常に人間世界に存在するもので，これまで数え
きれないくらい繰り返し左右に揺れ動いてきたの
であるが，常に揺り戻す復元力のある世界を目指
さねばならない。あらゆる分野で言えることであ
るが，復元力の無いパラダイムシフトは危険極ま
りない独裁社会かコントロールの利かない社会に
導く可能性がある。 
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